



















































































と対処すべき 4 つの領域（目的、内容、方法、継続性）の課題が指摘されていた。 
これら 5 つの支援及び 4 つの領域の課題を分析すると「就職としての農業」時代の農業
者育成カリキュラムの構築には、雇用就農者のニーズの的確な把握が必要で、そのために
も彼らのキャリア形成の分析が不可欠であることが明らかとなった。 
第 3 章 現代青年農業者のライフヒストリーと雇用就農以降の学習活動 










































第 5 章 現代青年農業者に対する農業法人の学習支援 













































終章 本研究の成果と課題  
終章では、現代青年農業者のキャリア形成とその形成を促す学習支援の研究によって得
られた成果を総括し、今後の研究課題を示した。また、ライフヒストリー法に基づくキャ
リア形成の研究が今後の教育社会学研究に示唆するものを明らかにした。 
現代青年農業者は、「自己実現志向」に基づく各人各様の就農動機に突き動かされ、農業
参入を目指す。農業法人に入社後に雇用就農者となった彼らは、就学期の学習経験も活用
しながら、5つの支援で構成される農業者育成カリキュラムによって実践を中心とした「労
使共同・自己主導志向型学習」に励む。彼らはそうした学習活動を通して農業者、農業経
営者に必要となる知識、技術・技能を習得し、やがて「社会貢献志向」を抱くようになり、
就農当初の農業者観を再構築しながら農業者アイデンティティを確立していく。  
本研究を通して、このような農業者育成カリキュラムの役割とは、雇用就農者のそうし
た力量を育みながら農業者アイデンティティの発達を促すことにあり、また、結果として
そのことが法人の経営発展のみならず地域農業の人材育成に寄与することにつながってい
ることが見出され、そこにカリキュラムの意義を捉えることができた。 
なお、雇用就農者のキャリア形成と支援の連関の観点から、V 社の農業者育成カリキュ
ラムの評価を行なった結果、雇用就農者の経営力の中でも販売力・市場開拓力及び地域農
家等との対人関係構築力の養成といったキャリア発達上の課題や、農業法人における安定
的経済支援継続のための強い経営力の確保・維持、「卒業生」（独立していった農業者）の
ネットワーク構築、そして、多様なキャリア形成を見据えた独立就農後の経営支援の再構
築といった学習環境上の課題を析出することができた。これらの課題からは農業者育成カ
リキュラム構築のための 6つの方途を提示し、その上で日本の農業教育の課題とされる教
育機能の体系化の構造化例を仮説的に示した。また、筒井美紀（2017）は、教育社会学の
課題として、変容する産業・労働と教育との結びつきへと接近する際、職業教育訓練機能
に着眼した研究の重要性を挙げ、それには「学習者アイデンティティ」への着目が必要で
あることを強調したが、本研究では「農業者アイデンティティ」の発達の過程の分析を通
してこの課題に応えることができた。もちろん、ほかの産業への展開の検証は今後の課題
であるので、教育社会学とりわけ職業教育論に一石を投じたに過ぎないが、後続の研究の
ための基礎として活用されることを望みたい。 
